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国際大会・事前キャンプの誘致
　国際大会や事前キャンプの誘致は、地域のイメー
ジアップを図る絶好の機会であり、地域スポーツの
レベルアップや施設の有効活用、さらに交流人口の
増加による地域の活性化につながることが期待でき
る。千葉県は、東京2020大会の開催を契機に、県
内市町村や関係者等と連携し、国際大会や大会に伴
う事前キャンプの誘致を進めた。

2015年世界陸上北京大会
　2015（平成27）年開催の第15回IAAF世界陸上
競技選手権（世界陸上北京大会）に向けて、海外の
代表チームが日本国内で事前キャンプ地を探す動き

事前キャンプの誘致と
ホストタウン交流

Ⅱ

1 国際大会と事前キャンプ

が見られたことから、千葉県は、成田空港を有する
という利点を生かして、アメリカおよびオランダの
事前キャンプ誘致に向けて取り組んだ。

アメリカ代表チームの
練習風景

アメリカ代表チームによる体験イベント
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　アメリカ代表チームの事前キャンプについては、
順天堂大学、成田市、佐倉市と連携し、共同での誘
致を推進した。2014年10月には関係者が県内の練
習会場候補の陸上競技場や宿泊候補のホテルなどを
視察。競技施設が充実していることなどが高く評価
され、2015年１月にアメリカ代表チームの世界陸
上北京大会の事前キャンプ地として選定された。８
月10日から25日まで、中台運動公園（成田市）、岩
名運動公園（佐倉市）、順天堂大学さくらキャンパ
ス（印西市）が練習会場として利用され、事前キャ
ンプには185人の選手・コーチが参加した。８月17
日には、中台運動公園陸上競技場（成田市）で公開
練習を行ったほか、選手やコーチによる交流イベン
トや歓迎セレモニーも行われた。
　一方、オランダ代表チームについては、同チーム
と親交の深いベルギー代表チームとの合同合宿を想

定して、県立の千葉県総合スポーツセンター（千葉
市）を練習施設とした誘致に取り組んだ。2014年
10月、視察に訪れたオランダ、ベルギーの陸上競
技連盟関係者から施設が高く評価され、翌2015年
２月に世界陸上北京大会における両国の事前キャン
プ地として選定された。事前キャンプは８月12日
から23日まで行われ、オランダ代表チーム45人、
ベルギー代表チーム30人が参加した。８月14日には、
千葉県総合スポーツセンター陸上競技場で公開練習
を行い、また、県内の中学生と高校生を対象とした
代表チームのコーチによる陸上クリニックや歓迎セ
レモニーも実施された。
　いずれのキャンプにおいても、県内の大学生や高
校生が練習サポートや通訳のボランティアとして協
力した。

昭和学院秀英中学校・高校によるオランダ代表チームの書道体験

県内の中学生と高校生を対象としたオランダ・ベルギー代表チームのコーチによる陸上クリニック参加者全員での記念写真

風鈴の絵付け体験をするオランダ代表チーム



120 第２部　東京2020大会に向けて—大会後を見据えたCHIBAの取り組み

2015IWBFアジアオセアニアチャンピオンシップ
　 車 い す バ ス ケ ッ ト ボ ー ル の 国 際 大 会 で あ る
2015IWBFアジアオセアニアチャンピオンシップ
が、2015年10月、千葉ポートアリーナ（千葉市）で、
2016年リオデジャネイロパラリンピック競技大会
の地域予選を兼ねて開催された（（一社）日本車いすバ
スケットボール連盟主催、千葉県、千葉市共催）。
　男子は12チームが参加し、上位３チームに与え
られるリオデジャネイロ大会出場権をオーストラリ
ア、イラン、日本が獲得した。また、女子は３チー

ムのうち優勝国のみがリオデジャネイロ大会へ出場
できるという条件の中、中国が優勝し、日本は３位
であった。
　本大会は、千葉県、千葉市、日本車いすバスケッ
トボール連盟が協力して誘致に成功した大会であり、
千葉県と千葉市は共催者として運営に関わった。ま
た、高校生、大学生、一般のボランティアが通訳や
運営補助を行い、開会式や試合中のハーフタイムに
は県内の中学生や高校生がパフォーマンスを披露す
るなど、多くの県民が参加した大会となった。

2015IWBFアジアオセアニアチャンピオンシップで銅メダルを獲得した日本代表チーム

３位決定戦の試合 千葉市立稲毛高校附属中学校の生徒によるエイサーのパフォーマンス
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2018年世界女子ソフトボール選手権
　2018年８月、千葉県内において、東京2020大会
の予選会を兼ねた第16回WBSC世界女子ソフトボ
ール選手権大会が開催された（世界野球ソフトボー
ル連盟主催、千葉市、成田市、習志野市、市原市共
催）。
　各大陸の予選を勝ち抜いた16カ国・地域のチー
ムが、ZOZOマリンスタジアム（千葉マリンスタジ
アム、千葉市）、ナスパ・スタジアム（大栄野球場、
成田市）、第一カッター球場（秋津野球場、習志野市）、
ゼットエーボールパーク（臨海球場、市原市）の４
会場で11日間にわたる熱戦を繰り広げ、優勝はア
メリカ、準優勝は日本、３位はカナダという結果で
あった。
　この大会は、国際大会や東京2020大会の事前キ
ャンプの誘致に取り組む「千葉県スポーツコンシェ
ルジュ」（p.152参照）によって開催が実現した。事

前キャンプも県内各地で行われ、銚子市が台湾、印
西市がカナダ、市原市と君津市がニュージーランド、
市川市がイタリア、佐倉市がオランダとボツワナ、
山武市がイギリス、長柄町が南アフリカを受け入れ
た。
　会場の成田市では、児童・生徒が参加チームへの
応援幕を作成し、各国の選手を応援。習志野市では、
球場隣の多目的広場で訪日外国人に「日本の夏祭り」
を体験してもらうイベントを開催し、市原市では、
選手や来場者を地元グルメや特産品でおもてなしを
するなど、さまざまな国際交流が実現した。
　また千葉市では、東京2020大会の都市ボランテ
ィア募集開始に先立ち、2018年２月に約100人の
都市ボランティアリーダー候補者を募集し、延べ
250人がボランティア活動を実施。周辺施設や観光
スポットの案内、対戦カードの情報提供などを行っ
た。

2018年世界女子ソフト
ボール選手権　開会式

児童・生徒が作成した応援幕 多くの観客が集まった決勝戦
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ラグビーワールドカップ2019
　ラグビーワールドカップ2019におけるキャンプ
には、大会期間中に選手団が滞在し練習を行う「公
認チームキャンプ地」（（公財）ラグビーワールドカッ
プ2019組織委員会が決定）と、大会開催前に選手
団が滞在し練習を行う「事前キャンプ地」（自治体
等と出場国が任意に決定）があり、県内の自治体は、
それぞれのキャンプの条件や住民交流による効果等
を勘案し、関係者等と連携して誘致を進めた。その
結果、2018年７月、同組織委員会との契約締結に
より、市原市がアイルランド、浦安市がニュージー
ランド、オーストラリアおよび南アフリカの「公認
チームキャンプ地」に決定した。
　浦安市では、歓迎セレモニーや南アフリカ代表選

手による小学校訪問が行われた。
　市原市では、地元の小学生との交流が行われたほ
か、「キャンプ中の対応へ恩返しをしたい」と、代
表チームのスタッフが台風で被災した運動広場のが
れきの撤去を手伝い、市民を勇気づけた。
　 一 方、 柏 市 は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 代 表「ALL 
BLACKS」の事前キャンプ地に決定した。事前キ
ャンプでは、県立柏の葉公園総合競技場で市民との
交流イベントを実施。柏ラグビースクールの子ども
たちや流通経済大学付属柏高校ラグビー部の生徒た
ちが、選手と約7,000人のファンを前に、マオリ族
の血を引くカール・ポキノさんが制作したオリジナ
ルの「柏ハカ」を披露した。

がれきの撤去を手伝うアイルランド代表チームスタッフ（市原市）

カール・ポキノさんと柏ラグビースクールの子どもたちによるハカ（柏市）

南アフリカ代表歓迎セレモニー（浦安市）
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千葉県内のホストタウンと事前キャンプ地
　内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリ
ンピック競技大会推進本部事務局は、東京2020大
会を契機に、全国の地方公共団体と大会参加国・地
域との人的・経済的・文化的な相互交流を通じ、ス
ポーツの振興、教育文化の向上、共生社会の実現、
地域活性化等に資する取り組みを行う地方公共団体

2 県内のホストタウンと東京2020大会事前キャンプ受け入れ

を「ホストタウン」として登録した。千葉県内では、
従来からの国際交流を契機とした誘致や千葉県スポ
ーツコンシェルジュの取り組みなどにより、県およ
び21市町が、21カ国・地域のホストタウンとして
登録された（共生社会ホストタウン３市を含む）。
　また、県内では、東京2020大会開催にあたり、
県および15市が14カ国の事前キャンプを受け入れ
た。

オランダ

オランダ

フランス

スリランカ

ロシア

ベリーズ

ザンビア

アイルランド
（共生社会ホストタウン）
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スロベニア
オランダ

ドミニカ共和国
ルーマニア

ブルガリア

ペルー
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東京2020大会時のホストタウン登録状況
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千葉県×オランダ
　2015年８月に開催された世界陸上北京大会でオ
ランダ陸上代表チームの事前キャンプを受け入れた
ことをきっかけに、千葉県は、東京2020大会での
事前キャンプの誘致を進めた。千葉県の森田健作知
事は、2016年７月に、オランダを訪問。オランダ
では、KLMオランダ航空のエルバース社長兼CEO
と面談し、オランダ陸上競技連盟およびオランダオ
リンピック委員会との橋渡しをしてもらったことへ
の謝意を伝えた。また、オランダオリンピック委員

会ボルハウス会長との最終交渉において、東京
2020大会の事前キャンプを千葉県で実施すること
について基本合意に達し、合意書に署名した。
　この基本合意により、さまざまな競技の事前キャ
ンプを千葉県内各地で受け入れることとなり、オラ
ンダのオリンピック委員会・競技団体、県内市町村
との調整を、千葉県が窓口となって進めていくこと
となった。また基本合意に加え、オランダ競技関係
者によるスポーツ教室の開催や交流事業の実施につ
いても合意したことから、千葉県はオランダのホス
トタウンに申請し、2017年12月11日に登録された。
　2019年５月には、IAAF世界リレー 2019横浜大
会に向けて、オランダ代表チームが千葉県総合スポ
ーツセンター陸上競技場を練習会場として事前キャ
ンプを行った。５月６日には、オランダ代表チーム
の公開練習のほか、IAAF世界リレー 2019横浜大

オランダリレー代表チームの練習（2019年）

千葉県とオランダの合意書署名式（2016年）

万祝（まいわい）や和装の試着体験をするオランダリレー代表チーム
（2019年）

公開練習を見学した
中学生とオランダリ
レー代表チーム
（2019年）
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会国内アンバサダーの塚原直貴さん（2008年北京
オリンピック男子4×100mリレー銀メダリスト）
による陸上クリニック、プロ車いす陸上アスリート
の廣道純さんによる講話などが実施された。
　また2019年６月から７月にかけては、韓国・光
州で開催された第18回世界水泳選手権大会に向け
て、オランダ代表の競泳チームとアーティスティッ
クスイミングチームが千葉県国際総合水泳場を練習
会場として事前キャンプを実施。７月６日には、オ
ランダ代表チームによる公開練習のほか、県内の高

校生を対象としたオランダ代表コーチによる水泳ク
リニックが行われた。
　事前キャンプ以外の交流としては、2018年11月
に経済・スポーツをテーマに、在日オランダ商工会
議所の前会頭ハンス・ファン・デル・タングさんを
講師に迎えて講演会を行ったほか、2019年３月に
オランダの魅力を紹介する「オランダを知ろう！ホ
ストタウンイベント」（p.192参照）を開催した。また、
2020年の冬には駐日オランダ大使館からチューリ
ップの球根12種約1,000個が贈られ、チューリップ

ちば・オランダサポーター提供の浴衣を着た選手（2021年） ちば・オランダサポーターが提供したおもてなしグッズ（2021年）

アーティスティックスイミングチームの練習（2019年） オランダ代表コーチによる水泳クリニック（2019年）

駐日オランダ大使館から贈られた
チューリップ球根の開花の様子と
植え付け参加者（2021年）



126 第２部　東京2020大会に向けて—大会後を見据えたCHIBAの取り組み Ⅱ　事前キャンプの誘致とホストタウン交流　127

の名所として知られる佐倉ふるさと広場に佐倉市職
員や佐倉市観光協会、佐倉日蘭協会の協力のもと植
え付けを行った。翌年の春には、開花したチューリ
ップが多彩な景色を見せてくれた。
　そして2021年の春、千葉県は事前キャンプの受
け入れに向け、県全体でオランダチームを応援・サ
ポートし、おもてなしの気持ちを伝えるため、県内
の企業・団体等から「ちば・オランダサポーター」
を募集。新型コロナウイルス感染症の影響で交流が
制限される中でも、浴衣やマスク、折り紙のギフト
や千羽鶴といった日本の伝統を感じられるような記
念品の提供、オランダ国歌の演奏や合唱など、積極
的な応援・サポートが数多く集まり、オランダ代表
チームを迎えることができた。

千葉県×アメリカ
　2016年５月、千葉県、成田市、佐倉市、印西市、
順天堂大学は、アメリカ陸上代表チームの東京
2020大会事前キャンプの受け入れに合意したが、
2021年４月、新型コロナウイルス感染症の影響が
続く中、アメリカ陸上競技連盟から「選手の安全面
に関して懸念が生じている」との理由で事前キャン
プ中止の申し入れがあった。
　一方、千葉県はオランダから水球女子代表チーム
の事前キャンプをアメリカと合同で実施したいとの
依頼を受け、両国との調整の結果、合同での受け入
れを決定した。アメリカ水球女子代表チームは、
2021年７月14日から21日まで千葉県国際総合水泳
場で事前キャンプを実施し、オランダ水球女子代表
チームとの練習試合も行われた。大会では、アメリ
カ水球女子代表チームが金メダルを獲得した。

アメリカ水球女子代表
チーム（2021年）

アメリカ水球女子代表チームの練習（2021年）
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オランダ代表チームの
事前キャンプ

　千葉県がホストタウンになったオランダのオリン
ピック代表チームでは、水泳代表チーム（競泳、ア
ーティスティックスイミング、水球女子）44人が、
2021年７月11日から26日までの日程で千葉県国際
総合水泳場（習志野市）において、陸上代表チーム
55人（オランダ代表コーチに師事するスイス代表
選手２人を含む）が、７月16日から８月２日まで
の日程で千葉県総合スポーツセンター陸上競技場

（千葉市）において、それぞれ事前キャンプを実施

した。７月17日には、水泳代表チームを激励する
ため、熊谷俊人知事が千葉県国際総合水泳場を訪問。
日本とオランダとの歴史的な交流に触れながら歓迎
の意を表し、「事前キャンプを通して素晴らしい結
果を残されることを期待します」と激励した。これ
に対し、オランダ水泳連盟テクニカル・ディレクタ
ーのアンドレ・カッツさんは、「皆さんの歓迎の気
持ちを感じます。安全で素晴らしい練習環境を整え
てくれていることに感謝しています。いよいよ始ま

オランダオリンピック陸上代表チームの選手たち（上）／アーティスティックスイミング代表チームの練習（左下）
パラリンピック女子マラソン（T54クラス）で銅メダルを獲得したニキータ・デン・ブール選手（右下）
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るオリンピックを楽しみたい」と抱負を語った。
　また、７月24日には、千葉県総合スポーツセン
ター陸上競技場でのオランダオリンピック陸上代表
チームの練習を熊谷知事が視察し、チームを激励。

県内学校の児童・生徒によるオランダチーム応援のための横断幕

スタンドでは「ちば・オランダサポーター」の佐倉
太鼓衆（佐倉市）が和太鼓と篠笛によるオランダ国
歌の演奏を披露し、選手から大きな拍手を受けた。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、さまざ

選手激励のため千葉県国際総合水泳場を訪れた生徒たち

１年間の思いを込めて
県立八千代高校家政科３年

浅
あ さ

田
だ

祥
しょう

子
こ

さん

但
た だ

木
き

愛
あ い

菜
な

さん

　約 １ 年をかけて、40人の 3 年生全員で大小合わ
せて360個のオリジナルチーバくんを作りました。
衣装は日本を意識してもらえるよう「祭り」をイ
メージした法被で、水引で作った梅の頭飾りや漢
字を書いたうちわ、開くと折り紙の祝い鶴が立ち
上がるメッセージカードも付けました。カードに
は 9 種類の漢字に合わせた英語のメッセージを
一つひとつ手書きしました。数が多いので裁断と
縫製が本当に大変でしたが、オランダチームに手
渡されたのを見たときは、苦労して作った甲斐が
あったとうれしくなりました。
　また、制約が多い練習の中で日本食が励みにな
ったという選手の言葉を聞いて、食を通して日本
に触れてもらえるのは誇らしいと思いました。私
たちは家政科の生徒として、これからもっと食の
勉強もしていきたいと思います。

テクニカル・ディレクターのアンドレ・カッ
ツさんにチーバくんを贈呈する熊谷知事

練習中のアルノ・カミンハ選手。100m平泳ぎ、
200m平泳ぎに出場し、両種目で銀メダルを獲得オランダ×アメリカの水球女子代表チームの練習試合

生徒たちが制作したチーバくん
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まな感染対策が求められる事前キャンプとなったが、
陸上女子のダフネ・シパーズ選手（2016年リオデ
ジャネイロ大会女子200ｍ銀メダリスト）は、自身
のインスタグラムに、検温や消毒、食事、練習風景、
県民からの歓迎を受ける様子などを動画で公開し、
千葉県への感謝のコメントを綴った。
　千葉県での事前キャンプに参加した選手のうち、
陸上代表チームでは、男子4×400ｍリレーで銀メ
ダル、女子400mハードルでフェムケ・ボル選手が
銅メダル、女子七種競技でアナウク・フェッター選
手が銀メダル、エマ・オーステルウェヘル選手が銅
メダルを獲得した。水泳代表チームでは、アルノ・
カミンハ選手が男子100ｍ平泳ぎ、200ｍ平泳ぎで
いずれも銀メダルを獲得した。
　パラリンピック代表チームでは、陸上代表チーム
23人が、８月12日から８月23日まで千葉県総合ス

ポーツセンター陸上競技場において事前キャンプを
実施した。８月16日には熊谷知事からチームマネ
ージャー兼コーチのフィン・ヴァン・ブーレンさん
と視察に訪れていたオランダパラリンピック選手団
長のエステル・フェルヘールさんへ、県立八千代高
校家政科の生徒たちがデザインし手作りした衣装を
まとったチーバくんが手渡され、選手団からはオラ
ンダ代表チームのロゴ入りＴシャツを着た、オラン
ダ生まれの絵本の主人公「ミッフィー」のぬいぐる
みが贈呈された。なお、同校制作のチーバくんは、
県内で実施されたすべてのオランダ代表チームの事
前キャンプにおいて、選手たちへ贈呈された。
　大会では、オリビエ・ヘンドリクス選手が男子
400ｍ（T62クラス）で銀メダル、フラー・ヨング
選手が女子走幅跳（T64クラス）で金メダル、キン
バリー・アルケマデ選手が女子200ｍ（T64クラス）

　私は日本製の競技用義足（ブレード）を着用しています。これま
でいろいろなブレードを試してきましたが、これは私の走りのスタ
イルにとても合っていて、東京大会できっとパフォーマンスを上げ
てくれると期待しています。コロナの影響でキャンプ中の行動には
制限がありますが、チームの仲間とゲームをしたりしながら意識し

キンバリー・アルケマデ選手。100mは5位、200m
では銅メダルを獲得

夢は必ず実現すると信じて

女子100ｍ、200ｍ出場（T64クラス：下肢切断・機能障害の義足着用クラス）

キンバリー・アルケマデ 選手

て楽しむように過ごすことで、チームの絆がより深まりました。私は「Fly Baby Fly」という言葉をモット
ーにしています。諦めずに頑張れば夢は必ず実現すると信じて、この大会に臨みたいと思います。

佐倉太鼓衆による和太鼓と篠笛の演奏（左）を鑑賞する陸上の選手たち
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パラリンピック陸上代表チームの練習

また千葉県に戻ってきます

オランダ陸上連盟テクニカル・ディレクター

アド・ロスカム さん（ロスカムさんから贈られた手紙／訳）

アド・ロスカムさん

オランダ陸上チームのサポーターの皆さんへ
　私たちは、オリンピックに向けた事前キャンプ中の、千葉県のすべ
ての友人からの温かい歓迎に感謝を示したいと思います。
　私たちは、すべてのギフトやサプライズ、素晴らしい太鼓の演奏や
合唱のパフォーマンス、すべての友情的なメッセージと折り紙のギフ
トをとてもうれしく思っています。
　いつか皆さんが、オランダを訪問した際には、お返しとしておもて
なしができればと思います。東京での陸上競技期間中は、私たちのチームを応援してください。もちろん私た
ちは、日本チームも大きな成功をおさめ、皆さんの誇りとなることを願っています。
　千葉県のすべての友人へ、本当にありがとうございます。私たちは、2015年から千葉県に３回滞在しており、
また千葉県に戻ってきます。もう一度皆さんにお会いしたいです。その際には、皆さん全員と競技場で安全な
形でお会いし、直接お話ができればと思っています。
　オランダチームに代わって、皆さんのご健康とご多幸を願っています。

パラリンピック陸上代表チームの選手たちと熊谷知事

で銅メダル、マーレーネ・ファン・
ハンスウィンケル選手が女子100ｍ

（T64ク ラ ス ） で 金 メ ダ ル、 女 子
200ｍ（T64クラス）で金メダル、
女子走幅跳（T64クラス）で銅メダ
ル、ノエル・ロールダ選手が女子や
り投（F46クラス）で銀メダル、ニ
キータ・デン・ブール選手が女子マ
ラソン（T54クラス)で銅メダルを
獲得した。

オリンピック陸上代表チームの混合リレーの練習
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銚子市×台湾
　銚子市は、2017年東アジアカップ、2018年世界
選手権に出場する台湾のソフトボール女子代表チー
ムの事前キャンプを受け入れ、地元中学生への技術
指導やお茶体験などの市民交流を行ったことをきっ
かけに、2018年10月、台湾のホストタウンとして
登録された。その後、スポーツ交流はもとより、台
湾の子どもたちが銚子を訪ねて海洋環境保全をテー
マとする人形劇を行うなど多方面で交流を続けてき
た。

　同チームは、東京2020大会の予選で敗退し、出
場権を得ることはできなかったが、台湾ソフトボー
ル協会理事長からは、書面による結果報告とともに

「銚子市が宿泊、交通やエキシビション戦の手配で
私たちを大いにサポートしてくださったことには非
常に感謝しています。おかげでトレーニングに集中
することができました。皆さんの温かい歓迎は、チ
ームのスキル向上を後押しし、私たちはより強くな
ることができました」との言葉が届けられ、継続的
な交流に向けた足掛かりにすることができた。また
2021年６月には、東京2020大会後にも一層交流が
深まることを期待し、台湾から市内小学校の給食向
けに台湾バナナ500本が贈られた。

市川市×ブルガリア
　市川市は、ブルガリアの国花と市の花が同じバラ
という共通点を持ち、当時の日本代表選手が所属す
る新体操クラブや全国トップレベルの新体操部を有
する学校が市内にあることから、ブルガリアの新体
操チームの事前キャンプを誘致。既に事前キャンプ
の受け入れが決定していた山形県村山市と連携して、
同市が大会前のキャンプ、市川市が選手村入村後の
チームの練習会場やスタッフの活動拠点となるよう
調整し、2017年12月、ブルガリアのホストタウン
として登録された。
　2019年７月にはブルガリア新体操代表チームの
選手が市内の小学校を訪問し、児童たちと交流をし
た後、市内の新体操チームとブルガリア新体操代表
チームによる合同演技披露会を開催。同年11月の
いちかわ市民まつりでは、ブルガリアやブルガリア
新体操代表チームとの交流実績を紹介するとともに、

世界女子ソフトボール選手権台湾代表による地元中学校のソフトボール
部員への技術指導（2018年）

銚子「大漁節」踊りによる交流（2018年）

台湾バナナ贈呈式（2021年） ブルガリア新体操代表チームと児童との交流（2018年）
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新体操の合同演技披露会（2019年）

市川市内の小学生とブルガリア
新体操選手との交流（2019年）

いちかわ市民まつりでブルガリア新体操チームへの
応援メッセージを書く子ども（2019年）

児童・生徒が作成したブルガリア新体操の応援のぼり旗の前で（2021年）

市民から応援メッセージを寄せてもらい、ブルガリ
ア新体操代表チームへ届けた。
　東京2020大会の新体操団体総合で金メダルを獲
得するなど、活躍した選手たちが大会終了後の
2021年８月９日に市川市を訪れ、練習会場となっ
た国府台市民体育館でオンライン交流会を実施。市
内の小・中学校の各クラスで作成した応援のぼり旗
と児童・生徒が育てた応援の花を会場の国府台市民
体育館に飾り、選手たちへ思いを伝えた。

船橋市×アメリカ
　船橋市は、成田空港と羽田空港から車で約45分
圏内に位置する利点を生かし、東京2020大会に向
けた事前合宿の誘致や参加国との人的・文化的交流、
各種イベントなどを展開。2016年10月に国際体操
連盟の総会で参加各国に船橋市の利点などをPRし
たところ、立地条件の良さや、国際基準を満たす最
新設備を備えた市立船橋高校の体操専用体育館

（2017年12月竣工）などがアメリカ体操協会から

高く評価された。また、1986年にアメリカのカリ
フォルニア州ヘイワード市と姉妹都市提携を結び、
高校での交換留学をはじめとする交流を行ってきた
縁もあることから、アメリカ体操チームの事前キャ
ンプの受け入れに向けた調整を行い、2016年12月、
アメリカのホストタウンとして登録された。
　2018年６月にはアメリカ体操男子代表チームの
トレーニングキャンプを受け入れ、歓迎レセプショ
ンや東京2020大会に向けた事前キャンプ協定書調
印式、練習の一般公開、小学校での給食体験といっ
た交流プログラムを実施。さらに、こうした取り組
みをプレスリリースや広報紙、SNSなどで情報発信
し、機運を醸成するとともに、国内外に向けた市の
知名度向上に取り組んだ。なお、この取り組みは
2019年２月に開催された内閣官房主催の 「ホスト
タウンサミット2019」で評価され、「情報発信『い
いね！』賞」の一つ“SNS賞”を受賞した。
　東京2020大会の事前キャンプでは、アメリカ体
操男子代表チーム22人を受け入れ、2021年７月19
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日には、選手が市立船橋高校で練習している様子を
オンライン中継した後、市立七林小学校の児童が英
語でメッセージを送り、選手からコメントをもらう
形でオンライン交流会を実施。また、練習が休みの
日には、パラリンピック競技でもあるボッチャの体
験会を開催し、選手やコーチも参加してチーム戦で
大いに盛り上がった。
　そして、大会を終えた代表チームから、「私たち
のためにしてくれたことのすべてに感謝しています。
またお会いできることを楽しみにしています。あり
がとう。そして、橋本大輝選手、金メダルおめでと
うございます！」との言葉と動画が贈られた。

館山市×オランダ
　館山市は、千葉県とオランダオリンピック委員会
との基本合意に基づき、オリンピック３種目（マラ
ソンスイミング、トライアスロン、ビーチバレー）、
パラリンピック１種目（トライアスロン）の受け入
れの調整を進めるとともに、オランダのパラリンピ
ックを含む自転車競技の事前合宿誘致を推進。2017
年12月にオランダのホストタウンに登録された。
　2019年8月には、オランダトライアスロン代表チ
ームが館山市で「ITUワールドトライアスロンオリ
ンピッククオリフィケーションイベント」の事前キ
ャンプを実施。オランダトライアスロンチームは、

アメリカ体操男子代表の公開練習（2019年）

船橋市内の小学校での体操指導（2019年）

船橋市内の小学校での給食体験（2019年）

市立船橋高校の生徒による茶道体験（2019年）

オランダとアメリカの応援フラッグを作成した館山中学校芸術部の生徒たち
館山市はアメリカトライアスロン代表チームの事前キャンプの受け入れも予
定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。アメリカ体操男子代表チームが船橋市長を表敬訪問（2021年）
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木更津市×ナイジェリア
　木更津市では2013年に開催した「西アフリカフ
ェスティバル IN 木更津」 をきっかけにナイジェリ
アとの交流が始まり、2019年４月、東京2020大会
の事前キャンプに関する覚書を締結。同年８月には
ホストタウンに登録された。また同月、U-12ジュ
ニアサッカーワールドチャレンジ2019に出場する
ナイジェリアチームと地元のサッカークラブとの交
流試合等を実施した。
　同年９月には、ナイジェリアパラリンピック委員
会が江川総合運動場陸上競技場を視察。同年11月
には事前キャンプの詳細を協議するため、市長がナ
イジェリアを訪問した。また市では、図書館、市内
全公民館やイオンモール木更津においてナイジェリ
アホストタウン展を行った。
　木更津市では、ナイジェリア代表チームの事前キ
ャンプで2021年７月にオリンピック６競技（陸上、
カヌースプリント、ボート、卓球、テコンドー、レ
スリング）、８月にパラリンピック４競技（陸上、
パワーリフティング、ボート、卓球）を受け入れ、

オランダから館山市に贈られたチューリップ

東京2020大会事前キャンプで食事をするオランダ代表選手（館山市）

房総フラワーラインで練習するオランダ代表選手（館山市）

ナイジェリアU-12と木更津市のサッカークラブとの交流試合（2019年）
交流試合後には懇親会を実施。ナイジェリアU-12は大会初出場ながら
ヨーロッパやアジアの強豪を抑えて優勝した。

大会出場に向けて出発する日に館山市役所を訪問し、
ヘッドコーチは「素晴らしい環境でとてもリラック
スでき、美味しいものも食べられました。館山は東
京に近く、良いコンディションをつくることができ
ました。会う人が皆フレンドリーで温かく迎えてく
れ最高のキャンプでした。大会ではトップ５を目指
します」と語った。
　2021年７月には、オランダ、南アフリカのトライ
アスロンとオランダのマラソンスイミング男子代表
チーム計12人を受け入れ、館山湾、市営50ｍプール、
房総フラワーラインで東京2020大会に向けた事前
キャンプを実施。最終日にはバスで出発する選手た
ちを市民と市職員が手作りの旗を振って見送った。
東京2020大会においてオランダ代表チームは、ト
ライアスロン女子でレイチェル・クラマー選手が４
位、同男女混合リレーで４位の結果を残した。ヘッ
ドコーチは「今回の結果に大変満足しています。選
手たちを誇りに思っています。今回の結果は、間違
いなく館山キャンプのおかげです！ありがとう。ま
た館山で会いましょう！」とコメントした。
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それぞれ到着時には市内の小学生が作った横断幕や
ナイジェリア国旗を振って出迎えた。ホテルや練習
会場には、小・中学生が作成した応援メッセージや
おもてなしプランター、横断幕を設置。７月23日
には市内の小・中学生を対象に陸上競技の公開練習
を実施した。なお、選手たちは、オリンピックの開
会式で小学生が作成した手旗を持って入場した。

松戸市×ドミニカ共和国、 ルーマニア
　ドミニカ共和国との交流は、2015年９月に松戸
市が外務省との共催で実施した「駐日外交団地方視
察ツアー」に世界34カ国の大使11人を含む52人を
招待し、市の魅力や都内、成田・羽田両空港へのア
クセスの良さをアピールした際に、同国から交流を
提案されたことがきっかけとなった。2016年３月
にはドミニカ共和国政府主催の「DR EXPORTS 
2016（多部門輸出トレードフェア）」 への招待を受
け、東京2020大会に向けた事前キャンプ誘致に関
する交渉を開始。同年６月には松戸市の訪問団が初
めてドミニカ共和国を訪問した。
　2018年８月にはドミニカ共和国の３競技（ソフ
トボール、テコンドー、バレーボール）の連盟代表
が松戸市を訪れ、市内施設を視察。市民との交流を
通して松戸の文化を体験した後、各競技連盟と事前
キャンプ実施に係る覚書を締結した。2019年11月

には、同国体操競技連盟代表が松戸市を訪れ、市内
施設を視察し、市民との交流や日本文化を体験。翌
2020年１月に、市長をはじめとする松戸市訪問団
がドミニカ共和国を訪れた際に、事前キャンプ実施
に係る覚書を締結した。
　また、ルーマニアとは、2016年１月、七草マラ
ソン大会にルーマニアの陸上競技の２選手を招待し
たことを契機に、翌2017年９月にルーマニアオリ
ンピック委員会会長をはじめとする５競技（水泳、
陸上、フェンシング、卓球、レスリング）の連盟代
表が松戸市を視察し、事前キャンプ実施に係る覚書
を締結。2019年５月には、「セイコーゴールデング
ランプリ陸上2019大阪」 の開催に先立ってルーマ
ニア陸上代表チーム（短距離）が松戸市で事前キャ
ンプを実施し、高校生との合同練習、市立松戸高校
への訪問、壮行セレモニーなどの交流を行った。
　2016年12月に松戸市がドミニカ共和国、ルーマ
ニアのホストタウンとして登録されてから、市はホ
ストタウンとしての機運を高めるため、市内で行わ
れるイベントでPRを実施。2017年12月にはルーマ
ニアのブラショフ・フィルハーモニー交響楽団が森
のホール21でコンサートを開催し、ルーマニアワ
イン試飲会などが行われた。
　2021年には、７月からドミニカ共和国テコンド
ー代表チーム６人が柿ノ木台公園体育館、ルーマニ

ナイジェリアのオリンピッ
ク陸上・卓球代表の練習

ナイジェリアのパラリン
ピックボート・やり投代
表の練習

東京2020大会事前キャンプ（木更津市）
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ア陸上代表チーム９人が松戸運動公園陸上競技場な
どで、東京2020大会の事前キャンプを行った。７
月17日にはドミニカ共和国テコンドー代表チーム
とのオンライン交流会を実施。また、ルーマニア陸
上代表チームとは、20日には交流イベント「学生
によるルーマニア選手団応援～未来につながるエー
ル～」を開催し、市内中学校と高校の書道部、和太
鼓部、吹奏楽部、チアリーディング部によるパフォ
ーマンスでエールを送り、24日にはオンライン交
流会を行った。

成田市×アイルランド、 カナダ、 オランダ、 オー
ストラリア、 スロベニア
　成田市では、オリンピックのアメリカ陸上代表チ
ームの事前キャンプ受け入れが決定した後、共生社
会の実現をさらに推進するため、パラリンピックの
事前キャンプの受け入れに向けた誘致活動を展開。
2017年６月のアイルランドパラリンピック委員会
の視察などを経て、2018年５月、アイルランドパ
ラリンピック委員会と東京2020パラリンピックに
おける事前キャンプの覚書を締結し、同年８月にホ
ストタウンとして登録された。
　同年10月から、アイルランドパラ水泳チームの

トレーニングキャンプを受け入れ、学校訪問や水泳
教室、日本文化の体験などによる交流を実施。2019
年８月にはパラリンピアンの受け入れを契機に共生
社会の実現に向けた取り組みを行う「共生社会ホス
トタウン」として登録された。
　2021年８月、東京2020パラリンピックにおける
アイルランド代表チーム（アーチェリー、陸上、パ
ワーリフティング、水泳、卓球）計38人の事前キ
ャンプが中台運動公園陸上競技場・体育館・水泳プ
ールにおいて行われ、18日に水泳の公開練習と、チ
ームへの激励会および陸上の公開練習を実施した。

ドミニカ共和国テコンドー
代表チームの練習（左）と
オンライン交流（右）

ルーマニア陸上代表チームとの交流イベント（左）とオンライン交流（右）

成田市立中台小学校から贈られたメッセージボードを掲げるアイルラン
ドパラリンピック代表チーム　

東京2020大会事前キャンプ（松戸市）
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水泳の公開練習には約20人、激励会と陸上の公開
練習には約50人の市民が参加。激励会では公津の
杜中学校吹奏楽部による演奏などが行われ、代表チ
ームから成田市での心のこもった歓迎やホテルの快
適さなどについて感謝の言葉を受けた。
　また、成田市ではカナダのサッカー女子、オラン
ダの3x3バスケットボール男子、オーストラリアと
スロベニアの陸上競技の事前キャンプも受け入れ、
それぞれ公開練習を実施した。

佐倉市×ボツワナ、 ペルー、 ドイツ
　佐倉市は、2018年７月に第16回WBSC世界女子
ソフトボール選手権大会に出場するボツワナ代表チ
ームの事前キャンプを受け入れ、小・中学生等との
交流を行ったことを契機に、ボツワナソフトボール
協会と事前キャンプや大会期間中の市民との交流に
ついて合意した。また、市の花火大会や観光施設へ
の来訪など、かねてより交流を継続しているペルー
と大会後にも交流することについて合意。2019年

４月、両国のホストタウンとして登録された。
　2019年８月には横浜で開催された第７回アフリ
カ開発会議（TICAD7）のサイドイベントに参加す
るために来日したボツワナのソフトボール選手と佐
倉市内中学校ソフトボール部の生徒が交流。同年に
佐倉市が台風や豪雨で被害を受けた際には、ボツワ
ナ駐日大使がお見舞いに訪れた。
　2021年７月には、ドイツレスリング女子代表チ

カナダサッカー女子代表チーム

オランダ3x3バスケットボール男子代表チーム

スロベニア陸上代表チーム

ボツワナのソフトボール代表チームによる小学校訪問（2018年）

オーストラリア陸上代表チーム

東京2020大会事前キャンプ（成田市）
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ーム５人が佐倉市民体育館で、東京2020大会に向
けた事前キャンプを行った。大会では、女子76kg
級でアリーネ・フォッケン選手が金メダルを獲得。
オリンピックのレスリング女子でドイツ代表選手が
メダルを獲得するのは史上初のことだった。

佐倉市・成田市・印西市×アメリカ
　2016年12月、2015年世界陸上北京大会の際に
行った事前キャンプの実績がアメリカ陸上競技連盟
から高く評価され、東京2020大会でも千葉県・佐
倉市・成田市・印西市・順天堂大学が連携して事前
合宿の受け入れを行うことで合意し、佐倉市・成田
市・印西市の３市が連名でホストタウン登録された。
ホストタウン登録を契機に、３市では小・中学生を
対象とした陸上クリニックを開催している。
　成田市では、2017年度から2019年度までアメリ
カ陸上競技連盟のコーチと選手を招き、中台運動公
園等での小・中学生対象の陸上クリニックに加えて、
高校生との交流、指導者向けクリニック、成田山新
勝寺における文化体験などを行った。また、同じホ
ストタウンである佐倉市と印西市や、復興ありがと
うホストタウンで同じくアメリカと交流している岩
手県大船渡市にも声をかけ、陸上クリニックに参加

してもらうことにより、交流の輪を広げた。加えて、
アメリカ大使館の協力のもとアメリカ空軍太平洋音
楽隊による市民向けコンサートを開催するなど、文
化的な交流も実施している。
　佐倉市と印西市では、2019年２月に、世界でも
トップクラスのコーチ２人をアメリカ陸上競技連盟
から招き、岩名運動公園陸上競技場と順天堂大学さ
くらキャンパス陸上競技場で市内の小学５、６年生
と中学生を対象とした陸上クリニックを開催。参加
した小・中学生は、ミニハードルやラダー、ボール
投げなどスポーツの基本動作につながるトレーニン
グを行い、世界最高峰の技術を一つでも吸収しよう
とコーチのアドバイスに熱心に耳を傾けた。最後に
は、指導のサポート協力を受けた順天堂大学陸上競
技部も含めた参加者全員でリレーを行い、大いに盛
り上がった。

旭市×ドイツ、 ザンビア
　旭市では「千葉県とドイツ・デュッセルドルフ市
とのスポーツ交流」における卓球会場として、
2009年からデュッセルドルフ市と旭市の子どもた
ちの卓球交流を進めてきた。この交流を契機に、
2017年５月に市長や関係者がデュッセルドルフ市

台風や豪雨で被害を受けた佐倉市にボツワナの駐日大使が災害見
舞で訪れた（2019年）

児童・生徒が作成した応援メッセージの前で（右がドイツ・レス
リングのアリーネ・フォッケン選手）

アメリカ陸上競技連盟による陸上クリニック（佐倉市・印西市、2019年）
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を訪問。ドイツ代表チームと「事前キャンプを実施
する場合は旭市で行う」との約束を交わし、同年
12月にはドイツのホストタウンとして登録された。
　2019年６月には、ザンビアが千葉県内で事前キ
ャンプ地を探していることを知り、同国大使館を訪
問して旭市内の施設や市の魅力のPRを実施。2020
年１月、旭市総合体育館で東京2020大会の事前キ
ャンプに関する覚書の締結式を行い、同年２月、ザ
ンビアのホストタウンとして登録された。
　2020年12月から2021年６月にかけて、JICA（国
際協力機構）千葉デスクと連携して作成した計40
本のザンビア紹介動画を、市内の小・中学校の給食
の時間に放送。市の公式YouTubeでも配信し、ザ
ンビアへの理解を深めた。この取り組みが効果的な
情報発信として評価され、ホストタウンサミット
2021で「優良情報発信賞・SNS賞」を受賞した。
　両国とも新型コロナウイルス感染症の影響により
事前キャンプを実施できなかったが、ドイツ卓球男
子代表チームからはメッセージ動画が届けられ、テ
ィモ・ボル選手は「交流がかなわず残念ですが、旭
市の皆さんが応援してくれることを願っています。
お会いできる機会を楽しみにしています」と寄せた。

また、ザンビア代表チームへは、市から同国大使館
を通じて子どもたちの応援メッセージや記念品など
を届けた。

柏市×イギリス
　柏市では2018年８月、イギリスローンテニス協
会と柏市内にある（公財）吉田記念テニス研修センタ
ー（TTC）との間で車いすテニスの事前キャンプ
について合意。これを契機として、2019年４月、
柏市はイギリスのホストタウンに登録され、市民体
験型イベントによるイギリス代表選手との交流や広

ザンビアとの事前キャンプ覚書締結式（旭市） 柏市の体験型イベントに参加するイギリス車いす
テニス選手（2019年）

柏市立田中中学校の生徒による応援メッセージパネルの前で（イギリス車いすテニス代表チーム）
東京2020大会事前キャンプ（柏市）
イギリス車いすテニス代表チーム

ザンビア紹介動画を見る旭市内の中学生
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報紙への掲載などにより、市内の機運醸成に努めた。
なお、TTCは国枝慎吾選手が車いすテニスを始め
たテニススクールとして知られている。
　また、柏市は、ユニバーサルデザインのまちづく
りや、心のバリアフリーの取り組みを実施する自治
体として、2020年３月に「共生社会ホストタウン」
としても登録された。
　2021年８月、イギリス車いすテニス代表チーム
が東京2020大会の事前キャンプを実施。柏市では
市立田中中学校の生徒が心をこめて作ったメッセー
ジカードをパネル化し、 選手たちにエールを送った。
イギリスは、男子シングルスでゴードン・リード選
手が銅メダル、男子ダブルスではリード選手とアル
フィー・ヒューエット選手のペアが銀メダル、女子
シングルスでジョーダン・ホワイリー選手が銅メダ
ル、 女子ダブルスではルーシー・シュカー選手とホ
ワイリー選手のペアが銀メダルを獲得した。

市原市×オーストラリア、 イスラエル
　市原市では2021年７月、オーストラリアの男子
サッカー代表チーム計38人を受け入れ、 市原スポレ
クパークで東京2020大会事前キャンプを実施。続
いて同月にイスラエルの陸上代表チーム８人を受け
入れた事前キャンプでは、オリンピック開会式で旗
手を務めたハンナ・ミネンコ選手などがゼットエー
オリプリスタジアム（市原市臨海競技場）で公開練
習を行い、記念撮影を行うなどの交流を楽しんだ。
なお、ミネンコ選手は大会で三段跳に出場し、６位
に入賞した。
　また、イスラエル代表では新体操の女子個人総合
代表チーム５人が７月から８月にかけてゼットエー
武道場（市原市中央武道館）で調整練習を実施。市
原小学校、市原中学校の児童・生徒がメッセージ入
りの国旗を贈った。大会では、リノイ・アシュラム
選手が金メダルを獲得し、ニコル・ゼリクマン選手
が７位に入賞した。

オーストラリア×ニュージーランドのフレンドリーマッチ
イスラエル陸上代表チームの公開練習　左がハンナ・ミネンコ選手

新体操で金メダルを獲得したイスラエルのリノイ・アシュラム選手
の練習市立市原中学校の生徒から贈られた応援フラッグ 

東京2020大会事前キャンプ（市原市）
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市原市・君津市×ニュージーランド
　市原市は、市民団体を中心にニュージーランドと
の交流が続けられていたことなどから、同国の東京
2020大会事前キャンプの誘致を進め、2016年12月、
同国のホストタウンとして登録された。市原市は君
津市と連携し、ニュージーランドソフトボール女子
代表（愛称：ホワイトソックス）のトレーニングキ
ャンプを2017年から３年連続で受け入れるなど、
同国との国際交流を推進。2019年12月には、市原
市に加え、君津市がニュージーランドのホストタウ
ンとして登録された。さらに2020年１月には両市と、
ニュージーランドと交流のある㈱マザー牧場が官民
連携協力体制を構築し、国際交流を通じた観光振興
にも取り組むため、パートナーシップ協定を締結し
た。
　また、2019年８月にはトレーニングキャンプの実
施に先駆けて、「いちはら×ニュージーランドホス

トタウンフェア2019」を開催。ホストタウンのPR
や市民によるホワイトソックスへの応援メッセージ
アート作成 （ふせんアート）、マザー牧場のブース
出展、市原市内のダンスチーム「MATARI（マタ
リイ）」によるハカ演舞などが行われた。
　2021年７月にはゼットエーオリプリスタジアム
で、ニュージーランドサッカー男子代表チームと市
原市で事前キャンプ中のオーストラリアサッカー男
子代表チームによるサッカーフレンドリーマッチを
開催し、子どもを中心に多くの市民が観戦した。

流山市×オランダ
　流山市には、江戸幕府八代将軍徳川吉宗の時代に
オランダから輸入された栗毛の馬をまつった「オラ
ンダ観音」があり、明治期にオランダ人技師ムルデ
ルが設計した日本初の西洋式運河である利根運河が
市内を流れるなどの歴史的なゆかりから、オランダ

ニュージーランドソフトボール女子代表トレーニングキャンプ（2017年） 県立君津高校での書道体験後の記念写真（2017年）

ニュージーランドを相手国とするホス
トタウン連携プロジェクト（2021年）
全国のニュージーランドのホストタウ
ンが同国の国民的フォークソングをリ
レーソング形式で歌い、同国の選手や
国民にエールを送った。
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との市民交流が行われていた。一方、流山市では老
朽化により建て替えたキッコーマン アリーナ（流
山市民総合体育館）が2016年４月に供用開始され
たこともあり、オランダの体育館競技の誘致を図っ
た結果、同年６月に千葉県内で２番目となるホスト
タウン登録が行われた。オランダの競技関係者によ
るキッコーマン アリーナなどの視察では、施設の
機能性やバリアフリー面について高い評価を得た。
　2018年９月には、横浜アリーナほか全４会場で
開催された2018女子バレーボール世界選手権（世
界バレー）に向け、オランダバレーボール女子代表
チームがキッコーマン アリーナを拠点に事前キャ
ンプを実施。流山市は、歓迎セレモニーやオランダ

代表チームによる市内中学校バレーボール部員を対
象としたクリニックなどを行った。
　翌2019年２月には、国際親善女子車いすバスケ
ットボール大阪大会に向けたオランダ代表チームの
事前キャンプがキッコーマン アリーナで行われ、
日本代表チームとの親善試合が開催されるとともに、
市内小・中学校の児童・生徒が制作した応援幕の贈
呈などの交流を実施。オランダ代表チームの監督か
ら「流山市でのキャンプでは、宿舎や体育館が充実
しているだけでなく組織的に迅速なサポートをして
いただき、感謝しています」との言葉を受けた。ま
た試合後には、オランダ代表選手たちによる車いす
バスケットボールの体験会を開催し、市民と代表チ

オランダ代表選手が参加した車いすバスケットボール体験会（2019年）

東京2020大会事前キャンプでの流山市の歓迎式典（右上はオランダオリンピック卓球代表、下はハンドボール女子代表）
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ームとの交流が行われた。
　東京2020大会では、ハンドボール女子と卓球（オ
リンピック・パラリンピック）代表チーム計35人
の事前キャンプを受け入れた。７月18日にオリン
ピック代表、８月18日にパラリンピック代表の歓
迎式典（パラリンピック採火式と同時開催）をそれ
ぞれキッコーマン アリーナで催し、市内の小・中
学校の児童・生徒が作成した応援幕・記念品を贈呈
した。また７月20日に、オランダハンドボール女
子代表チームはロシアオリンピック委員会の女子代
表チームとの練習試合を実施し、市民など約300人
が観覧。オランダ卓球（オリンピック・パラリンピ
ック）代表選手と、市内中学校の卓球部員とのオン
ライン交流も実施した。

我孫子市×スロベニア
　我孫子市が柔道の創始者・嘉納治五郎師範ゆかり
の地であることをきっかけに、千葉県スポーツコン
シェルジュからスロべニア柔道女子選手などの事前
キャンプの提案を受け、2021年５月に覚書を締結。
同年７月、ホストタウンに登録された。

　東京2020大会の事前キャンプでは、スロベニア
の柔道女子代表チーム３人、テコンドー男子代表チ
ーム４人を受け入れた。練習初日には、市民体育館
の利用者や職員がスロベニア国旗や横断幕で選手を
歓迎。その後、市作成の応援動画の鑑賞会なども行
った。食事は、宿泊ホテルに隣接するイタリアンレ
ストランの協力により、柔道チームには体重制限を
考慮したメニュー、テコンドーチームには選手の希
望に合わせて寿司やラーメンなどを提供した。また、
競技終了後の７月25日、市民体育館で柔道チーム
と市内の小・中学校、高校の児童・生徒との交流会
を実施した。

鴨川市×オランダ
　鴨川市では、2016年度から地元の女子サッカー
チーム「オルカ鴨川FC」や国内のサッカー関係者
などを通じてヨーロッパの女子サッカー代表チーム
の誘致を模索。2019年度にはFIFA女子ワールドカ
ップ2019で準優勝した強豪であるオランダサッカ
ー女子代表チームを誘致するため、オランダに市長
名の親書を送るなどのアプローチを行った。2020
年１月から２月にかけてオランダ関係者が二度にわ

東京2020大会事前キャンプ（我孫子市）
応援動画を鑑賞するスロベニア代表選手たち

スロベニアテコンドー代表チームの練習

スロベニア柔道代表チームとの交流会

東京2020大会事前キャンプ（鴨川市）
オランダサッカー女子代表チームの歓迎セレモニー
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たって鴨川市を訪れ、トレーニングや宿泊施設、医
療環境などを視察。その結果、2021年６月に東京
2020大会の事前キャンプ受け入れに合意し、2021
年７月に鴨川市総合運動施設で計41人が事前キャ
ンプを実施した。７月８日にはメディア向け公開練
習、10日には激励会と公開練習が行われ、約250人
が参加した。交流セレモニーでは、市内の小・中学
生が折ったオレンジの千羽鶴と、鴨川伝統工芸「萬

ま

祝
いわい

染
ぞめ

」のマスクをチームへ贈って激励。また、地
元のサッカー協会からは子どもたちが応援メッセー
ジを書いた大きなフラッグのプレゼントとスタンド
からオランダ語でのエールを送った。７月14日には、
大会で金メダルを獲得したカナダ代表との練習試合

（無観客）を実施し、引き分けとなった。

浦安市×イギリス、 スロバキア、 フランス、 オラ
ンダ
　浦安市は2017年８月、東京で開催された車いす
バスケットボールの国際大会に際してイギリス男子
代表チームのトレーニングキャンプを受け入れた。
このとき、チームに帯同していた同国の車いすバス
ケットボール協会のパフォーマンスディレクター等
が練習施設や宿泊施設、大会会場へのアクセスの良

さを高く評価。2018年２月にイギリス車いすバス
ケットボール協会と東京2020大会に向けた事前キ
ャンプ実施の合意書締結に至り、イギリスのホスト
タウンとして登録された。2019年８月には、「共生
社会ホストタウン」にも登録された。
　また、スロバキアオリンピック委員会、フランス
カヌー・カヤック連盟とも東京2020大会の事前キ
ャンプに向けて覚書を締結したほか、オランダにつ
いてもアーチェリーの事前キャンプ実施について合
意したことから、それぞれの国のホストタウンとし
て登録された。
　2017年８月には、イギリス車いすバスケットボ
ール代表チームのトレーニングキャンプを実施し、
市内中学生との競技体験交流会や日本代表との公開
練習試合を開催した。2018年７月には、オランダ
アーチェリー代表チームのトレーニングキャンプを
実施し、市アーチェリー協会向けのクリニックや市
弓道連盟によるオランダ選手の弓道体験が催された。
2019年９月から10月には、フランスカヌー代表チ
ームのトレーニングキャンプを実施し、市カヌー協
会や児童育成クラブとの交流を行った。2020年２
月には、イギリス車いすバスケットボール女子代表
チームがトレーニングキャンプを実施し、日本代表

鴨川市サッカー協会とオランダサッカー女子代表チームの交流

オランダからの提案で行われた代表チームと鴨川市の現場スタッフとの記念写真　
イギリス車いすバスケットボール女子代表の華道体験（浦安市、2020年）

イギリス車いすバスケットボール女子代表による体験会（浦安市、2020年）
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との公開練習試合を開催。また、イギリス選手の日
本文化体験や市内小学生との競技体験交流会などが
行われた。
　東京2020大会では、2021年７月、オランダアー
チェリー代表チーム７人が市運動公園アーチェリー
場で練習に励み、スティーブ・ヴァイラー選手とガ
ブリエラ・シュレッサー選手が、オリンピックのア
ーチェリー混合団体で銀メダルを獲得した。また同
月、スロバキア陸上代表チーム20人が明海大学で
練習を実施。市内小学生89人、市内児童育成クラ
ブ児童30人とオンライン交流を行った。
　フランスカヌー代表チームは事前キャンプの実施
はなかったが、市内高校生がオンラインで選手への
取材を実施。また、市内中学生がパラカヌー選手と
オンラインで交流を深めた。

印西市×アメリカ、 オランダ、 アイルランド
　印西市は順天堂大学と連携し、2021年７月、東
京2020大会のアメリカ体操女子代表チーム28人、
オランダ体操男子・女子代表チーム19人、アイル
ランド体操男子代表チーム３人の事前キャンプを受
け入れた。受け入れにあたっては、市内の小・中学
生および順天堂大学体操競技部の学生が寄せ書きメ
ッセージ入りののぼり旗を作成し、体操競技場や宿
泊施設に飾って選手たちを歓迎した。
　2016年リオデジャネイロ大会で女子団体総合、
個人総合、跳馬、床の４種目で金メダルを獲得した
アメリカのシモーン・バイルス選手は、東京2020
大会の団体総合の第２種目からメンタルヘルスの改
善に集中するとの理由で棄権。一時欠場していたが、
順天堂大学のトレーニング施設においてプライバシ
ーが守られた中で調整し、最終日に種目別の平均台

練習場の前で（スロバキア陸上代表と浦安市との記念品交換）

フランスカヌー代表による児童育成クラブ訪問（浦安市、2019年）

東京2020大会事前キャンプ　オランダアーチェリー代表の練習（浦安市）
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練習後のアイルランド体操男子代表選手

に出場。銅メダルを獲得し、順天堂大学への感謝の
言葉をSNSに投稿した。アメリカの女子体操は、団
体総合で銀メダル、個人総合でスニーサ・リー選手
が金メダル、種目別床でジェード・キャリー選手が
金メダルを獲得した。

白井市×ブルキナファソ
　白井市とブルキナファソとのつながりは、2003
年に役目を終えた市の移動図書館「さつき号」を同
国へ寄贈したことにさかのぼる。2004年からは市
内にある認定NPO法人日本ブルキナファソ友好協
会の協力のもと、白井第一小学校の５年生の総合学

習で西アフリカの飢餓対策のために開発された「ネ
リカ米」の栽培体験を開始。例年11月ごろに開催
するネリカ米収穫祭に駐日大使などブルキナファソ
関係者を来賓として招待し、交流を深めている。
　東京2020大会の競技終了後にブルキナファソの
選手が白井市を訪問し、市民と交流することになっ
たことから、2019年12月、白井市はブルキナファ
ソのホストタウンとして登録された。新型コロナウ
イルス感染症の影響により、大会後の交流は中止に
なったものの、ネリカ米の栽培をはじめとした交流
を続けていく。

練習後のアメリカ体操女子代表選手 市内の小・中学生が作成したのぼり旗

アメリカ体操女子代表の練習

小学校の授業で「ネリカ米」の稲刈りを体験（白井市、2021年）駐日ブルキナファソ大使と白井市の小学生との交流（2018年）

東京2020大会事前キャンプ（印西市）

アイルランド体操男子代表の練習オランダ体操男子代表の練習
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香取市×スロバキア
　香取市は、2019世界ボートジュニア選手権大会
でキャンプ地となった小見川ボート場を持つことな
どから、ボート、カヌースプリントの事前キャンプ
を誘致。2020年１月、千葉県スポーツコンシェル
ジュの紹介によりスロバキアのカヌースプリント代
表チームのコーチが香取市内の施設を視察し、充実
したトレーニング環境、成田空港や東京へのアクセ
スが良いことが評価され、同年11月に同国のカヌ
ースプリント代表チームの事前キャンプに係る覚書
締結に至った。
　東京2020大会前の2021年７月には、14人のス

ロバキア代表チームが来日した。21日には歓迎セ
レモニーを行い、香取市から手ぬぐいや香取神宮の
お守り、地元産の野菜や果物などが贈られ、代表チ
ームからはサイン入りユニフォームが贈呈された。
次いで24日には、カヌー交流として「小見川海洋
クラブ」の選手たちとスロバキア選手との100ｍ競
漕などを実施。参加した海洋クラブの選手たちは、

「スロバキア選手の１ストロークの進みが大きかっ
た」などと貴重な体験を喜んだ。
　事前キャンプを行ったスロバキアカヌースプリン
ト代表チームは大会で、最も得意とするカヤックフ
ォア（K4）において銅メダルを獲得。代表チーム
からは「事前キャンプでは、要望に対して迅速な対
応をしていただき、とても環境のよい充実したキャ
ンプを過ごせました。メダルを取れたのは、家族の
ように接してくれた香取市の皆さんのおかげです」
と感謝の言葉を受けた。

山武市×スリランカ
　山武市では、東京2020大会の開催をグローバル
化のチャンスと捉え、大会の開催効果を市の発展に
結びつけていくため、早くから事前キャンプの誘致
を検討していた。そうした中、市内小学校の校長と
して勤務経験があり、長年スリランカの里親里子交
流に取り組んでいる鈴木康夫さんの協力により、ス
リランカと協議を開始。2014年12月、相互交流事
業や青少年スポーツ発展の支援についてスリランカ
のスポーツ大臣と基本合意し、東京2020大会の事
前キャンプの受け入れについてスリランカのオリン
ピック委員会と覚書を締結した。これを契機に山武
市とスリランカの相互交流活動がスタートし、

山武市の中学校等で交流を行うスリランカの中学生と高校生（2016年）

スロバキアカヌースプリント代表チームの練習

東京2020大会事前キャンプ（香取市）
歓迎セレモニーでの書道パフォーマンス

スロバキアカヌースプリント代表チームによる銅メダル獲得の報告
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2016年１月、山武市は千葉県内で初のホストタウ
ンとして登録された。
　基本合意以降、山武市に招いたスリランカのオリ
ンピアンによる講演会や青少年との文化交流を行い、
市内の中学生と高校生をスリランカに派遣するなど、
交流を深めていった。
　東京2020大会には、スリランカからオリンピッ
ク計７競技に９人の選手、パラリンピック計４競技
に９人の選手が出場。市民が作成した応援メッセー
ジが描かれたうちわ180枚と応援旗を選手村へ送り、
スリランカ代表チームを応援したほか、日本国内の
学校に通いながら体操のオリンピック代表選手とな
ったミルカ・ゲハーニ選手への激励会、やり投のパ
ラリンピック代表選手としてスリランカ初となる金
メダルを獲得したディネーシュ・プリヤンタ選手た
ちとのメダル獲得祝勝会を開催し、交流を深めた。

いすみ市×フランス
　いすみ市は、東京2020大会のサーフィン会場と
なった釣ヶ崎海岸（一宮町）に隣接しており、サー
フィンが盛んに行われている。在京フランス大使館
の協力を得ながら、大会中に市内の施設に宿泊予定
のサーフィン代表チームと文化交流やサポートにつ
いて合意に至り、2020年２月、フランスのホスト
タウンとして登録された。
　東京2020大会では、予定していた交流が新型コ
ロナウイルス感染症の影響により実施できなかった
ものの、市の特産物であるイセエビを使った料理や
地元で生産された梨、日本食の振る舞いなど、食に
よるおもてなしで代表チームとの交流を図った。ま
た、宿泊施設では代表チーム全員参加による卓球大
会を開くなど、選手がリラックスできるよう市の職
員やホテルの従業員が選手たちをもてなした。大会
後もサーフィンを通じた交流、支援等を継続する方
針であり、次回大会であるパリ大会ではパラリンピ
ックサーフィンが正式採用されるよう応援している。

東京2020大会スリランカ体操女子代表ミルカ・ゲハ
ーニ選手のオンライン激励会（山武市）

フランスサーフィン代表
チームに提供された地元
特産のイセエビ料理（い
すみ市）

いすみ市に滞在したフランスサーフィン代表チーム山武市内の中学生と高校生がスリランカを訪問（2017年）
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　浦安市やいすみ市をはじめ、全国で34自治体ある
フランスのホストタウンは、フランスの選手や市民と
の交流が2024年のパリ大会以降にも引き継がれてい
くよう、連携してプロジェクトを実施。2021年２月
には、フランスとの親睦の様子を４コマ漫画で紹介す
る「みんなで紡ぐフランス・ホストタウン物語」を日
本語とフランス語で作成し、ウェブサイトなどで発信
した。また「読売中高生新聞」（2021年９月24日号）
では、浦安市、いすみ市、兵庫県神戸市、姫路市の高
校生がレポーターとして、フランス代表選手やフラン
スにゆかりのある人などへインタビューを実施。それ
ぞれのおもてなしや交流について紹介したほか、フラ
ンスの高校生とオンライン交流会を行い、パリ大会を
盛り上げるためのアイデアを出し合った。　

フランスでつながる！ホストタウン連携プロジェクトの取り組み

いすみ市を紹介する漫画（「フランス
でつながる！ホストタウン連携プロジ
ェクト」担当作家：むらたたいちさん）

2021年９月24日の読売中高生新聞※ ※読売新聞東京本社が2014年に創刊した中学生、高校生向けのタブロイド判週刊新聞

このブロックは著作権上の
理由で表示できません

このブロックは著作権上の
理由で表示できません
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横芝光町×ベリーズ
　横芝光町は、在日ベリーズ大使館の名誉総領事と
親交のある町内在住の日本ベリーズ友好協会理事と
の縁により、2018年１月、東京2020大会の事前キ
ャンプの受け入れに関する合意書を締結。同年２月
にベリーズのホストタウンとして登録された。
　JICA青年海外協力隊員としてベリーズに派遣さ
れた経歴を持つ職員を中心にベリーズとの交流や機
運醸成を推進。2019年11月には、ベリーズからス
チールパン・オーケストラを招き、JR横芝駅前の
情報交流館「ヨリドコロ」での演奏会や小・中学校
における交流会を行った。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、東京
2020大会の事前キャンプを行うことはできなかっ
たが、大会前の小・中学生とベリーズ代表チームと
のオンライン交流会において、町内すべての保育
園・幼稚園、小・中学校、高校が参加して作成され
た応援動画を披露するなど、ベリーズ代表チームへ
エールを送った。大会期間中には応援に対する感謝
の意を込め、ベリーズ代表チーム全員のサインが入
ったポロシャツが横芝光町に贈られた。

長柄町×ロシア
　2019年１月と５月に、競技会場である幕張メッ
セから近い事前キャンプ地を探していたロシアフェ
ンシング連盟が長柄町内の施設を視察。同年10月
にホストタウンに登録され、東京2020大会の事前
キャンプに係る覚書を締結した。
　事前キャンプの受け入れにあたっては、町内企業
のリソルの森㈱、まちづくりの包括連携協定を結ん
でいる千葉大学、長柄町の産学官連携により準備を
進めた。2019年12月には、千葉大学や日本フェン
シング協会の協力のもと、交流事業を実施。小・中
学校の給食でロシア料理が提供され、ロシア人留学
生との文化交流会や、小学生全員が体験用防具を身
に着けてのフェンシング体験会が行われた。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、東京
2020大会の事前キャンプを行うことはできなかっ
たが、小・中学校の児童・生徒による手書きのメッ
セージ入り横断幕や写真、手ぬぐい、扇子等の応援
グッズをオリンピック選手村へ送り、ロシアオリン
ピック委員会のフェンシング代表チームを応援した。

ロシア人留学生と長柄町の小学生との交流（2019年）

千葉大学フェンシングサークルによるフェンシング体験会（2019年）
ベリーズの「The Pantempters Steel Orchestra」選抜メンバーが
来日（2019年）

横芝光町の小・中学校での交流（2019年）
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　2015年６月、千葉県は、国際大会の
誘致や、東京2020大会の事前キャンプ
を誘致する県内市町村を支援するため、
競技施設・宿泊施設の情報提供などをワ
ンストップで行う「千葉県スポーツコン
シェルジュ」を（公財）ちば国際コンベン

ションビューローに設置。全国に先駆け
て県主導で国際大会および東京2020大
会の事前キャンプの誘致を開始した。
　千葉県スポーツコンシェルジュを設置
後まもなく、「第16回WBSC世界女子ソ
フトボール選手権大会」の誘致に成功。
さらに同大会の事前キャンプ誘致を積極

千葉県スポーツコンシェルジュの取り組み

カナダ代表チームによる印西市でのソフトボール教室（2018年）

団長セミナー会場に設置したブースで県内のキャンプ地を紹介

的に支援し、銚子市が台湾、印西市がカナダ、市原市と君津市がニュージーランド、市川市がイタリア、佐倉市が
オランダとボツワナ、山武市がイギリス、長柄町が南アフリカの事前キャンプ受け入れを実施し、この縁により、
銚子市（台湾）、市原市と君津市（ニュージーランド）、佐倉市（ボツワナ）はそれぞれの国・地域のホストタウン
となった。
　また、千葉県スポーツコンシェルジュは、東京2020大会の事前キャンプ誘致に取り組む市町村を支援。ホーム
ページによる県内の競技施設・宿泊施設の情報発信だけでなく、2019年のオリンピック・パラリンピック選手団
団長セミナーへのブース出展によるPR活動や、大使館・外国の競技団体への直接の働きかけなどにより情報収集
に努め、市町村とのマッチングの際には、視察のアレンジや通訳等の支援を行った。
　その結果、浦安市とスロバキア（陸上）、長柄町とロシア（フェンシング）、旭市とザンビア（サッカー女子、陸
上等）、香取市とスロバキア（カヌー）、我孫子市とスロベニア（柔道女子、テコンドー男子）が事前キャンプ実施
の合意に至った（新型コロナウイルス感染症の影響によりロシアとザンビアの事前キャンプは中止）。
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（左）ベリーズでは身が大きく、プリプリで濃厚なロブスターが安価で
味わえる。
（右）ライスアンドビーンズ（お米と豆）。ココナッツが入っているため、
南国を感じられる。

ベリーズの国の概要

  ちば国際コンベンションビューロー（千
葉県スポーツコンシェルジュ）とJICA千
葉デスクの共催で、ベリーズ、ザンビア、
スリランカ、ナイジェリア、ブルキナファ
ソ、ドミニカ共和国、ペルー、ボツワナの
食べ物、生活、文化、自然などを紹介する
写真展（写真協力：世界の応援団／青年海
外協力隊）を開催。2020年12月から2021
年３月にかけて、ホストタウンとなってい
る県内７市町の会場を巡回するとともにオ
ンライン展示を実施した。また、2021年
３月から同年７月にかけて、県内８カ所の
イオンモールで巡回展示を行った。

ホストタウンで繫ぐ写真展リレー

県内競技施設の視察対応の様子 香取市とスロバキアの事前キャンプ覚書締結式

県内ホストタウンでの展示の様子


